
　　　　　江南市宅地開発等に関する指導要綱細則

第１条　この細則は、江南市宅地開発等に関する指導要綱（以下「要綱」と

いう。）に基づき、必要な事項を定めるものとする。

第２条　開発行為等に係る設計基準等は、都市計画法（昭和４３年法律第１

００号）第３３条、同法施行令（昭和４４年政令第１５８号）第２５条

から第２９条まで及び同法施行規則（昭和４４年建設省令第４９号）第

２０条から第２７条まで並びに愛知県開発許可技術基準に定めるところ

による。

第３条　要綱第１１条第２項の道路計画、道路構造等の基準については、次

の各号の定めるもののほか、愛知県開発許可技術基準によるものとする。

　(１) 新設、拡張等により設置する道路は、事業施行区域外道路の機能を

阻害することなく、歩行者の安全と自動車交通の円滑とが図られるよ

う適正に配置するものとする。

　(２) 施行方法等技術的な細部事項は、別途指示するものとする。

第４条　要綱第１２条第２項の公園の施設整備基準は、次に定めるものとす

る。

　(１) １５０平方メートル未満は、植栽等を設置するものとする。

　(２) １５０平方メートル以上～２，５００平方メートル未満は、植栽、

砂場等を設置するものとする。

第５条　要綱第１５条の消防施設等については、次の各号に定めるものとす

る。

　(１) 消防水利施設は、消防水利基準に基づき設置するものとする。ただ

し、消防長が特に必要がないと認めた場合は、この限りではない。

　(２) ４階以上の建築物は、梯子付消防車等の進入路及び空地を確保する

ものとする。

　(３) ３階以上の建築物（以下「中高層建築物」という。）に昇降機を設置

する場合は、停電等による昇降機内での閉じこめを防止する対策等を

講ずるように努めるものとする。

　(４) 中高層建築物の廊下通路等の避難経路には、避難障害となる段差等
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を設けてはならない。

　(５) 前各号の技術的基準等については、消防長と別途協議するものとす

る。

第６条　要綱第１７条の集積処理施設については、事業施行区域にゴミ収集

車が容易に横付けできる道路に面した箇所に、計画戸数１戸当り０．３平

方メートル以上の割合で可燃ゴミ置場を設けるものとし、５０戸以上につ

いては、１戸当り０．６平方メートル以上の割合で、不燃ゴミ（資源ゴミ

等）置場を別に設けるものとする。

第７条　要綱第１８条の安全施設等は、次に定めるものとする。

　(１) 事業施行区域又はその境界に河川等危険箇所があるときは、防護柵

を設置するものとする。

　(２) 事業施行区域内外の左右の安全確認が困難な交差点には、カーブミ

ラーを設置するものとする。

　(３) 事業施行区域には、おおむね５０メートルごとに一灯の割合で街路

灯又は防犯灯を設置するものとする。

第８条　要綱第２０条の集会施設は、電灯、水道、便所及び軽度の炊事施設

を備えるものとし、これらの施設の維持管理は、事業者又は関係者におい

て行うものとする。

２　集会施設の延床面積は、下表に掲げる面積を標準とする。

計　画　戸　数

（単位：戸）

集会施設の延床面積

（単位：平方メートル）

５０以上１５０未満 ６０以上

１５０以上３００未満 １００以上

３００以上６００未満 １４０以上

６００以上１,０００未満 ２００以上

１,０００以上 ３００以上

　　附　則

　　この細則は、昭和５０年７月１日から施行する。

　　附　則
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　　この細則は、昭和５４年７月１日から施行する。

　　附　則

　　この細則は、昭和５９年８月１日から施行する。

　　附　則

　　この細則は、平成元年６月１日から施行する。

　　附　則

　　この細則は、平成３年９月１日から施行する。

　　附　則

　　この細則は、平成１８年１月１日から施行する。
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